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東海再処理施設における定型的な保守作業

補遺(２００２年３月）

（データ集・記録集）

定型的な保守作業取纏めWG

要　旨

東海再処理施設では、使用済燃料の再処理やガラス固化処理等の処理運転を行ってい

る期間中においても、定型的な機器・設備の点検や清掃、フィルタの交換等の保守作業

を実施している。

運転状況に関する情報公開時の対外説明等に資するため、これら処理運転期間中にお

ける保守作業の実績やこの実績から今後実施することが想定される保守作業の中で、再

処理やガラス固化処理等における各処理工程が短期間停止するもの等を摘出し、これを

各工程毎に定型的な保守作業として取り纏め、２００１年９月に『東海再処理施設にお

ける定型的な保守作業』（JNC TN8450 2001-006)を作成した。

本資料は、『東海再処理施設における定型的な保守作業』（JNC TN8450 2001-006)を

補遺するものである。

再処理センター　　　　　　　　　　　　　　i



Tokai Reprocessing Plant ii

JNC TN8450 2001－013

March,2002

Summary of Typical Routine Maintenance Activities at Tokai Reprocessing

Plant

Supplement (March,2002)

Working Group

Abstract

 Typical maintenance activities, such as replacement of worn out parts and

cleaning of filter elements, routinely performed during steady operation are

summarized.  

 『The Summary of Typical Routine Maintenance Activities at Tokai

Reprocessing Plant』(JNC TN 8450 2001-006) was already prepared in

September,2001.The purpose of this summary is to give elementary

understanding on these activities to people who are responsible for

explanation them to the public.  

 At this time,the same kind of summary is prepared as a supplement of the

previous one.
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１.はじめに

東海再処理施設では、使用済燃料の再処理やガラス固化処理等の処理運

転を行っている期間中においても、定型的な機器・設備の点検や清掃、フ

ィルタの交換等の保守作業を実施している。

これら処理運転期間中における保守作業の実績やこの実績から今後実施

することが想定される保守作業の中で再処理やガラス固化処理等における

各処理工程が短期間停止するもの等を摘出し、作業単位で一件一葉に取り

纏め、２００１年９月に『東海再処理施設における定型的な保守作業（デ

ータ集・記録集）』（JNC TN8450 2001-006）を作成した。本資料は、こ

れを補遺するものである。

以下に、今回の補遺箇所を示す。

・『東海再処理施設における定型的な保守作業（データ集・記録集）』

（JNC TN8450 2001-006）

・３.東海再処理施設の定型的な保守作業

・３.１２　その他の工程　　　他工程－０７４～０８０

以上

　

JNC  TN 8450  2001－013
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２. 東海再処理施設における定型的な保守作業

（その他の工程）

JNC  TN 8450  2001－013



番号 施設名 作業名

東海再処理施設における定型的な保守作業
JNC  TN 8450  2001- 013

分離精製工場 分析（サンプリング）設備における真空系電磁弁の交換他工程－074

分離精製工場 分析（サンプリング）設備におけるサンプリングベンチのブーツ交換他工程－075

分離精製工場 分析（サンプリング）設備におけるサンプリングベンチのトング交換他工程－076

分離精製工場 分析(サンプリング)設備におけるニードル交換他工程－077

分離精製工場 分析(サンプリング)設備における真空フィルタエレメントの交換他工程－078

分離精製工場 分析（サンプリング）設備におけるＶＣＶバルブの交換他工程－079

分離精製工場 分析（気送管）設備における試料瓶の詰まり除去他工程－080

－3－



分離精製工場施　　設　　名

分析（サンプリング）設備における真空系電磁弁の交換作　　業　　名

真空分配室（A680, A682, A684, A686）設置場所

真空分配室（A680, A682, A684, A686）作業場所

保　全　形　態

場　所

番号: 他工程-074

　サンプリング設備における試料採取槽への溶液の供給は、溶液循環系に設置されたエアリ

フトによって行われている。このエアリフトの真空系には、真空系電磁弁が設置されてい

る。真空系電磁弁に経年変化による開閉不良が発生した場合、エアリフトへの真空度が低下

するため、試料採取槽への液供給ができなくなり、当該箇所のサンプリング操作が困難とな

る。これにより、サンプリング対象工程の運転管理及び計量管理に支障が生じる。

　このため、サンプリング対象工程である分離・精製工程等の運転を停止し、真空系電磁弁

を予備品と交換する。

〔用語の説明〕

サンプリング　：分離・精製工程等の運転が良好であることの確認及びウラン、プルトニウムの物質収支管

　　　　　　　　理を行うために、工程内溶液を少量採取すること。

試料採取槽　　：分離・精製工程等の工程内溶液をサンプリングするために、貯槽、蒸発缶等の内部溶液を

　　　　　　　　取り出し保持させる槽。

エアリフト　　：液中に浸した管内に空気あるいはガスを吹き込むことにより、比重の軽い気液混合状態を

　　　　　　　　作り、液との比重差を推進力として揚液するポンプの一種。ポンプのように回転機構がな

　　　　　　　　いため、メンテナンスの必要がない。

真空系電磁弁　：電磁石の原理によって、電気のON/OFFによる電磁石の力で弁の駆動体を作動させ、弁の開

　　　　　　　　閉が行われる構造の弁で、エアリフトの排気を真空系と換気系に切換える弁。

分離・精製工程：抽出器により、溶解液から再利用可能なウラン、プルトニウムと不要な核分裂生成物とを

　　　　　　　　分け(分離)、更に、ウラン、プルトニウムから不純物を取り除く(精製)ための工程。

予防保全 事後保全

［作　業　概　要］

不定期頻　　　　　度

12標準作業期間 直

JNC  TN 8450  2001- 013
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分離精製工場施　　設　　名

分析（サンプリング）設備におけるサンプリングベンチのブーツ
交換

作　　業　　名

サンプリング操作室（A343）、地下中央保守区域（A043）設置場所

サンプリング操作室（A343）、地下中央保守区域（A043）作業場所

保　全　形　態

場　所

番号: 他工程-075

　サンプリングベンチにおいてブーツが、長期間の使用により破損又は劣化した場合、サン

プリングベンチ内への空気流入量が増加するためサンプリングベンチ内の負圧管理に支障が

生じ、当該サンプリングベンチでのサンプリング操作が困難となる。これにより、サンプリ

ング対象工程の運転管理及び計量管理に支障が生じる。

　このため、サンプリング対象工程である分離・精製工程等の運転を停止し、ブーツを予備

品と交換する。

〔用語の説明〕

サンプリングベンチ：貯槽、蒸発缶等から内部の溶液の一部を試料瓶へ採取し、分析所に送り出すための装

　　　　　　　　　　置。

ブーツ　　　　　　：サンプリングベンチに取付けられているトング（サンプリングベンチ内で貯槽、蒸発

　　　　　　　　　　缶等から分析試料の採取、分析所への送り出しに使用するための器具であり、ベンチ

　　　　　　　　　　の外部から掴む／離す、押す／引く等の操作をベンチ内で行なわせる一種のマジック

　　　　　　　　　　ハンドである。）のシャフト部に放射性物質が付着しないようにするためにベンチ内

　　　　　　　　　　でトングシャフト部に取り付けているビニール製のジャバラ状のカバー（ブーツ）を

　　　　　　　　　　いう。

サンプリング　　　：分離・精製工程等の運転が良好であることの確認及びウラン、プルトニウムの物質収

　　　　　　　　　　支管理を行うために、工程内溶液を少量採取すること。

分離・精製工程　　：抽出器により、溶解液から再利用可能なウラン、プルトニウムと不要な核分裂生成物

　　　　　　　　　　とを分け(分離)、更に、ウラン、プルトニウムから不純物を取り除く(精製)ための工

　　　　　　　　　　程。

予防保全 事後保全

［作　業　概　要］

不定期頻　　　　　度

12標準作業期間 直

JNC  TN 8450  2001- 013
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分離精製工場施　　設　　名

分析（サンプリング）設備におけるサンプリングベンチのトング
交換

作　　業　　名

サンプリング操作室（A343）、地下中央保守区域（A043）設置場所

サンプリング操作室（A343）、地下中央保守区域（A043）作業場所

保　全　形　態

場　所

番号: 他工程-076

　サンプリングベンチにおいてトングが、長期間の使用により変形した場合、爪先の開閉不

良が発生し、当該サンプリングベンチでのサンプリング操作が困難となる。これにより、サ

ンプリング対象工程の運転管理及び計量管理に支障が生じる。

　このため、サンプリング対象工程である分離・精製工程等の運転を停止し、トングを予備

品と交換する。

〔用語の説明〕

サンプリングベンチ：貯槽、蒸発缶等から内部の溶液の一部を試料瓶へ採取し、分析所に送

　　　　　　　　　　り出すための装置。

トング　　　　　  ：サンプリングベンチ内で貯槽、蒸発缶等から分析試料の採取、分析所　

　　　　　　　　　への送り出しに使用するための器具であり、ベンチの外部から掴む／　

　　　　　　　　　離す、押す／引く等の操作をベンチ内で行なわせる一種のマジックハ　

　　　　　　　　　ンドである。

サンプリング　　  ：分離・精製工程等の運転が良好であることの確認及びウラン、プルト　

　　　　　　　　　ニウムの物質収支管理を行うために、工程内溶液を少量採取すること。

分離・精製工程　  ：抽出器により、溶解液から再利用可能なウラン、プルトニウムと不要　

　　　　　　　　　な核分裂生成物とを分け(分離)、更に、ウラン、プルトニウムから不　

　　　　　　　　　純物を取り除く(精製)ための工程。

予防保全 事後保全

［作　業　概　要］

不定期頻　　　　　度

12標準作業期間 直

JNC  TN 8450  2001- 013
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分離精製工場施　　設　　名

分析(サンプリング)設備におけるニードル交換作　　業　　名

保守区域（A348）、サンプリング操作室（A343）、地下中央保守
区域（A043）、プルトニウム濃縮セル（R025A,R125A）

設置場所

保守区域（A348）、サンプリング操作室（A343）、地下中央保守
区域（A043）、プルトニウムセル操作区域（A024,A124）

作業場所

保　全　形　態

場　所

番号: 他工程-077

　サンプリング設備において、ニードルへ試料瓶を取付ける時に、ニードルに負担がかかっ

て破損し、当該箇所のサンプリング操作が困難となる。これにより、サンプリング対象工程

の運転管理及び計量管理に支障が生じる。

　このため、サンプリング対象工程である分離・精製工程等の運転を停止し、ニードルを予

備品と交換する。

〔用語の説明〕

ニードル　　　　  ：貯槽、蒸発缶等から内部の溶液を採取するための極く細いパイプ（注　

　　　　　　　　　射針と同様）である。

サンプリング　　  ：分離・精製工程等の運転が良好であることの確認及びウラン、プルト　

　　　　　　　　　ニウムの物質収支管理を行うために、工程内溶液を少量採取すること。

分離・精製工程　  ：抽出器により、溶解液から再利用可能なウラン、プルトニウムと不要　

　　　　　　　　　な核分裂生成物とを分け(分離)、更に、ウラン、プルトニウムから不　

　　　　　　　　　純物を取り除く(精製)ための工程。

予防保全 事後保全

［作　業　概　要］

不定期頻　　　　　度

6標準作業期間 直

JNC  TN 8450  2001- 013
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分離精製工場施　　設　　名

分析(サンプリング)設備における真空フィルタエレメントの交換作　　業　　名

真空分配室（A680,A682,A684,A686）設置場所

真空分配室（A680,A682,A684,A686）作業場所

保　全　形　態

場　所

番号: 他工程-078

　サンプリング設備における試料採取槽への溶液の供給は、溶液循環系に設置されたエアリ

フトによって行われている。このエアリフトによる溶液の移送に際しては、圧縮空気の供給

や真空引きを行っていることからミストが発生しやすい。発生したミストがエアリフトの真

空系に設置された真空フィルタエレメントに付着することにより、目詰まりが発生した場

合、エアリフトへの真空度が低下するため、試料採取槽への液供給ができなくなり、当該箇

所のサンプリング操作が困難となる。これにより、サンプリング対象工程の運転管理及び計

量管理に支障が生じる。

　このため、サンプリング対象工程である分離・精製工程等の運転を停止し、真空フィルタ

エレメントを予備品と交換する。

〔用語の説明〕

サンプリング　　　：分離・精製工程等の運転が良好であることの確認及びウラン、プルトニウムの物質収

　　　　　　　　　　支管理を行うために、工程内溶液を少量採取すること。

試料採取槽　　　　：分離・精製工程等の工程内溶液をサンプリングするために、貯槽、蒸発缶等の内部溶

　　　　　　　　　　液を取り出し保持させる槽。

エアリフト　　　　：液中に浸した管内に空気あるいはガスを吹き込むことにより、比重の軽い気液混合状

　　　　　　　　　　態を作り、液との比重差を推進力として揚液するポンプの一種。ポンプのように回転

　　　　　　　　　　機構がないため、メンテナンスの必要がない。

真空フィルタエレメント：負圧(真空)を用いた液移送機器類(エアリフト、ダネード等)の真空ラインに取付

　　　　　　　　　　けられたろ過器であり、真空ラインに混入してくるごみ、液体の飛沫(ミスト)等を真

　　　　　　　　　　空発生元(真空ポンプ)に入り込まないようにするためのもの。

分離・精製工程　　：抽出器により、溶解液から再利用可能なウラン、プルトニウムと不要な核分裂生成物

　　　　　　　　　　とを分け(分離)、更に、ウラン、プルトニウムから不純物を取り除く(精製)ための工

　　　　　　　　　　程。

予防保全 事後保全

［作　業　概　要］

不定期頻　　　　　度

12標準作業期間 直

JNC  TN 8450  2001- 013
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分離精製工場施　　設　　名

分析（サンプリング）設備におけるＶＣＶバルブの交換作　　業　　名

地下中央保守区域（A043）設置場所

地下中央保守区域（A043）作業場所

保　全　形　態

場　所

番号: 他工程-079

　サンプリング設備における試料採取槽への溶液の供給は、排気系に設置されたVCVバルブ

による真空引きによって行われている。このVCVバルブに経年変化による開閉（切り替え）

不良が発生した場合、試料採取槽への真空度が低下するため、試料採取槽への液供給ができ

なくなり、当該箇所のサンプリング操作が困難となる。これにより、サンプリング対象工程

の運転管理及び計量管理に支障が生じる。

　このため、分離・精製工程等の運転を停止し、VCVバルブを予備品と交換する。

〔用語の説明〕

サンプリング　：分離・精製工程等の運転が良好であることの確認及びウラン、プルトニウ

　　　　　　　　ムの物質収支管理を行うために、工程内溶液を少量採取すること。

試料採取槽　　：分離・精製工程等の工程内溶液をサンプリングするために、貯槽、蒸発缶

　　　　　　　　等の内部溶液を取り出し保持させる槽。

VCVバルブ　　 ：負圧(真空)を用いた液移送機器類(エアリフト、ダネード等)に真空を与え

　　　　　　　　るための遠隔作動式の開閉弁。

分離・精製工程：抽出器により、溶解液から再利用可能なウラン、プルトニウムと不要な核

　　　　　　　　分裂生成物とを分け(分離)、更に、ウラン、プルトニウムから不純物を取

　　　　　　　　り除く(精製)ための工程。

予防保全 事後保全

［作　業　概　要］

不定期頻　　　　　度

12標準作業期間 直
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VCV



分離精製工場施　　設　　名

分析（気送管）設備における試料瓶の詰まり除去作　　業　　名

サンプリング操作室（A343）、操作区域（A443）等設置場所

サンプリング操作室（A343）、操作区域（A443）等作業場所

保　全　形　態

場　所

番号: 他工程-080

　分析試料は、気送管によりサンプリングベンチから分析所まで搬送を行っているが、分析

試料を封入している試料瓶（ジャグ・カートリッジ）が搬送中に生じる勘合状態の緩みによ

り、気送管の接続部や曲げ部で詰まった場合、試料瓶の分析所への搬送ができなくなる。こ

れにより、サンプリング対象工程の運転管理及び計量管理に支障が生じる。

　このため、サンプリング対象工程である分離・精製工程等の運転を停止し、気送管の接続

部に振動を与え、試料瓶の引っ掛かりを解除した後、空の試料瓶を気送するなどにより、試

料瓶の詰まり除去操作を行う。

〔用語の説明〕

サンプリングベンチ：貯槽、蒸発缶等から内部の溶液の一部を試料瓶へ採取し、分析所に送り出すための装

　　　　　　　　　　置。

気送管　　　　：再処理工場では、工程各所で採取された分析試料を分析所で一括分析する方法をとってい

　　　　　　　　る。採取エリアと分析所の間を気送管と呼ばれる配管でむすび、配管内部の空気流により

　　　　　　　　試料ビンを安全且つ迅速に移送するために設置された設備である。管路はステンレス管や

　　　　　　　　アルミニウム管が一般的に用いられ、送信器と受信器が各々に設置される。管内部の空気

　　　　　　　　流は受信側のブロア作動により吸引され、この空気流によって試料の移送を行う。

試料瓶　　　　：貯槽、蒸発缶等の内部の溶液を分析所に送る時に使用する容量が約１０ミリリットルのプ

　　　　　　　　ラスチック製の容器。サンプリングベンチ内でこの容器の中に分析対象の溶液を採取し、

　　　　　　　　分析所まで送り出すためのカバー（カートリッジ）を被せて使用する。

分離・精製工程：抽出器により、溶解液から再利用可能なウラン、プルトニウムと不要な核分裂生成物とを

　　　　　　　　分け(分離)、更に、ウラン、プルトニウムから不純物を取り除く(精製)ための工程。

予防保全 事後保全

［作　業　概　要］

不定期頻　　　　　度

1標準作業期間 直
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4.おわりに

『東海再処理施設における定型的な保守作業（データ集・記録集）』

（JNC TN 8450 2001-006)の補遺版を作成したが、今回取り纏めた作業に

ついても、再処理施設における定型的な保守作業として以前から実施さ

れている作業である。

本資料が、定型的保守作業の内容理解の一助になり得たら幸いである。

　最後に、定型的な保守作業の取り纏めを行うにあたり、取り纏めWG

の方々に多大なる御尽力を頂いた。ここに厚く感謝の意を表する。
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